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人工生命の歴史と文化
佐 倉 統
は じ め に
人工生命(AL)こ の、一見おどろおどうしくも、興味をもたずにいられないテーマにっ
いて、人間の文化史 ・思想史 という観点から振 り返 ってみるのが本稿の目的である。キーワー
ドはふたっ。「か らくり」ない し 「自動人形(オ ートマ トン)」と、「文学」である。
第1節 でからくり人形に造詣の深い科学史家 ・立川昭二の仕事を総覧する中から、からくり
人形 と人工生命の関係を探 る。次に第2節 では、 ヨーロッパと日本のからくり(自 動)人 形の
歴史を、古代ギ リシャから近代まで一気に通覧 し、人間 と人工生命の関係を考察する。最後に
第3節 で、文学に登場 した人工生命の一部を考察 し、人間が人工生命にどのようなイメージを
もってきたのか、 もっているのか、を推測する。
素材 は広範 にわたるため、当然、ひとつひとつに対する掘 り下げは浅い。 もちろん、誤 りや
理解不足 に対する御批判 は甘んじてお受 けするが、個々を掘 り下げることが、ぼくの(少 なく
ともここでの)目 標ではない。ディテールには興味がない。遠 くか ら、できるだけ遠 くから、
広 く広 く見渡すこと。ぼくが知 りたいのは全体像である。
それでも、まだ不十分だった。家畜 と人間の関係(加 茂,1977)や 、現代の機械 と人間の関
係(Mazlish,1994)に っいては、 ここでは全然触れられていない。また、人工生命そのもの
にっいては、最近 は日本語で読める良い総説や入門書が出ているので、そちらを参照 していた
だきたい(Lewin,1992;服 部,1994;柴 田 ・福田,1994;徳 永,1994;和 田,1994な ど)。
1200年 の眠 りか ら目覚 めた茶坊主
1-1か らくり人形と人工生命
1960年 代後半。 ヨーロッパやアメリカで、現在の人工生命に使われている基…盤技術が開発
されていたころ、遠 く離れた日本でも、生命に関するユニークな研究が形をな しっっあった。
北里大学の科学史家 ・立川昭二(1969,1994)に よる茶運び人形の復元である。
茶運び人形とは何か?今 を去 ること200年 前、江戸時代は天明年間に作 られた、 からくり
人形である。コ トコトコ トと、かわい らしい仕草で客人に茶をもてなし、客人が飲みおわって
茶碗を もどすと、 くるりと向きを変えて主人のところに戻 っていく。その愛 らしい姿と、あま
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りに精巧なか らくりが、世 の人 々を よほど楽 しませた ら しい。 明治期 に入 って も製作が続 け ら
れて いた とい う。
立川昭二 とその研究 グループは、 このか らくりを、今の時代 によみがえ らせ たのだ。
と ころで、 モ ダンな コンピュー タの ライフ ・ゲ ームと、古色ゆか しきか らくり人形 と、 どの
よ うな関係が あ るのだろ うか?お よそ結びっ きそ うにない二 っではないだろうか?
実 は、 この両者 を根底 で結 び付 けるのが、 まさに人工生命なのだ(佐 倉,1993)。 人工生命
とは、文字 どお り、 「人工的 に生 命現象 を合成 す ること」 を意味す る。 今現在の、21世 紀 を 目
前 にひかえ た人工生命研究 は、 コンピュータや最新式 のロボ ットを中心 とした ものにな ってい
るが、 しか し、 よ く考 えてみれば、人間 は昔か ら生命 っぽい存在を人工的に作 って きてい るで
はないか(佐 倉,1994a)。
か らくり人形 は、 まさにそ の典型。 ヨーロ ッパで も、16-17世 紀 か ら、 自動人形(オ ー ト
マ トン)が 盛 ん に作 られ る。 これにっ いては後で詳 しく触れ るが、楽器を弾いた り文章 を書 い
た り、要 は、 か ら くり人形 の ことであ る。
この、 か ら くり自動人形 とコンピュー タの ライ フ ・ゲーム とい う、 ど うや って も関係のな さ
そ うな ものた ちを結 び付 けたのが、 人工生命の 「教祖」、 ク リス ・ラング トンその人であ る。
ま こと、彼 の天才的な洞察力 には恐 れ入 るが、周囲 の人 間か らなか なか理解 されなか った の も、
分 か るよ うな気がす る。それ ぐらいの飛躍 だ と思 う。
ラ ング トン(Langton,1989)が、 第1回 人工生命会議 の冒頭 で行 った記念碑的 な基調講
演 は、人工生 命 の歴史 と理論 と現状 と展望 を一気 にま とめた、気迫 の力技で ある。興味深 い こ
とにこのAL旗 揚 げ宣言を、 彼 は、18世 紀 ヨーロ ッパ の自動人形(オ ー トマ トン)か ら話始
めて いるので ある。 フラ ンスの 自動人形 師 ジャック ・ド ・ヴォーカ ンソンの自動 ア ヒル。 スイ
スの技師 ジャケ ドゥロス父子 の自動筆記人形 。本物 のア ヒルそ っくりに、 はばたき、 さえ
ず り、 また、本物 の少年そ っ くりに、流 暢 に手紙 を したため る。近代 ヨー ロッパ の職人 が人形
に込 めた 「魂」 を、 ラ ング トンは、「生命」 と表現 したか ったのか もしれ ない。
彼がそ こに見 た ものが何で あったにせ よ、彼 が現在 の人工生命 の源流(ル ー ッ)を 、300年
前 の自動人 形 に求 めていたことはまちが いな い。 実 は、 「人工生命」 の歴史 はとてっ もな く長
いのだ。
1-2「 ズ レ」 の生命
さて、茶運 び人形。 こち ら、 わが国 の、今か ら200年 前 の自動人形を復刻 した立川 昭二 は、
医学史 の分野 で もすば らしい業績 を残 して いる科学史研究家で ある。 なぜ彼 は茶運 び人形 を復
元 しよ うと したのか。立川本人 の記述 によれ ば、 この人形 の作 り方 を記 した江戸 時代 の図入 り
マニ ュアル、 『機巧図彙(か らくりずい)』 を図書館で発見 し、 それ に触発 されて、 ということ
にな る。 これ は土佐藩 の細川頼直(1796/1976)な る人物が18世 紀末 に発行 した、 か らくり
人形 の図解書 であ る。 それには、次 か ら次へ と、人形 のか らくりが説明 されて いるのだ。
これは、本 当に作 られた ものに違 いない 。『機巧 図彙(か らくりずい)』 の生 き生 きと し
た人形 たちを眼にす るたびに、立川 は確信 を深 めてい った。
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ならば、今もどこかに名残のからくり人形があるはずだ 。 こうして立川昭二の、か らく
り人形探検行が始 まる。 その様子は、彼 自身の名著 『からくり』(1969)に 詳 しい。立川は機
会を見っけては、高知に久留米、能登 と、方々を訪れた。
ところが行ってみると、保存状態が悪かったりからくりの機構そのものが 「機巧図彙』とは
決定的に違っていたりと、 なかなかコレ!と いうものに出会えない。そのうち、 自分たちで
作っちまった方が速いや、 という話になって、学生数人 との研究プロジェク トを組んで、復元
作業を始あたというのが表向きの理由である。
しか し、ぼくはこういった理由だけではないと思う。からくり人形の歴史を調べた後、立川
は医療史にっいて、次々 とユニークなを仕事 を発表 している。それも、「病(や まい)」や
「死」 というものを、 日本の歴史や風土の中に再定位 したものが多い。(1979年 、『歴史紀行 ・
死の風景」(朝 日新聞社)で 第2回 サ ントリー学芸賞を受賞。)
このことか ら推測するに、 もともと彼 は、 「生命とは何か」 ということを突き詰めていく心
づもりがあったのではないか。
いや、立川自身がそのように意識 していたかどうか、それは定かではない。彼の記述か ら推
測するに、むしろ無意識的にそのようなテーマの回りを回っているのではないかと思われるが、
こればか りは本人に聞いてみないことには確かあようがない。 しかし、 ともあれ、立川のライ
フ ・ワークは 「生命の概念史」 とでも呼べるものなのではなかろうか。
一個人の 「生」が日常 とは異なった様相を呈するとき、それは 「病」 と呼ばれる。人間が、
通常の 「生命」とは少々異なった様相を作るとき、それは 「からくり」 と呼ばれる。っまり立
川昭二は、基準や標準となる 「生」、 「生命」 そんなものがあったとして、 の話だが か
ら、少 しずれた生や生命を、常 に問い続 けてきたのだ。
生命 に対す るこの立体的 ・複眼的発想が、立川の仕事をして、現代の人工生命とオーバー
ラップさせるのである。
立川は茶運び人形の復元を始めたとき、早稲田大学の史学科を卒業 して、北里大学の科学史
の講師になっていたが、母校早稲田大学で も教壇に立っていた。そこで早稲田の理工学部の学
生たちと一緒に、 『機巧図彙』 に描かれたとおりの方法を使 って茶運び人形を復元 しようとい
うプロジェク トが開始される。1967年2月 のことだった。
材料から何から、200年 前 と同じにしようというのだから、容易ではない。樫の木を削って
歯車を作 り、微調整に試行錯誤を繰 り返 したりと、2か 月あまりをかけた末、桜 も散 りかけた
4月 になって、ようやく茶運び人形は復元された。詳 しくは、立川 自身(1969,1994)の 著作
を参照 していただきたいが、いちばん苦労 したのが骨組みと基本の機構を完成 してか らの、衣
装を付けたのちの微調整にあったというのが、面白い点である。やはりからくり人形 も、機構
だけでは成 り立たない、一個の 「生命」なのか。あくまでも、全体の調和を必要 とするのだろ
うか。
ともあれ、古 き良き日本の人工生命は、 こうして200年 間の眠りか ら目覚めた。茶運び人形
を復元する立川 と学生たちの姿は、太古の遺跡から見っかったハスの種を復活開花させる植物
学者を連想 させる。結局、茶運び人形にも生命を連想させる何物かが潜んでいるということな,
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のだ。 これを人工生命 と呼 ばず して、 いったい、何 と呼んだ らいいのだ ろ うか。
2人 工 生 命 そ の、 長 い長 い歴 史
2-1古 代 のか らくり ゼ ンマイ以前
コンピュータによる生物的現象の シ ミュレー シ ョンも人工生命 な ら、茶運 び人形 も人工生 命
であ る。 だ とす ると、 それ よ り古 い、 か らくり自動人形 はど うなのか?い や、 動かな いただ
の人形 は、 人工生命 とはいえないのか?
世界最古 のか らくり技師 は、 古代 ギ リシャ時代のヘ ロ ンだ といわれてい る(Chapuisand
Droz,1958;立 川,1969)。 高校 の数学 の時間 に三 角形 の辺 の長 さと面積 の関係 を表 したヘ ロ
ンの公式 とい うのを習 ったが、 あれを発見 した人物であ る。 高校 時代、 「まった く、 ヘロ ンさ
え あんな公 式 を発見 して くれ なければ、 こんな苦労 を しな くてす んだ のに!」 と、 見当違 いに
も彼を恨 んだ記憶が ある。数学 と工学技術 の得意 な人 だ った らしく、動 く人形 こそ作 らなか っ
たが、 自動的 に上 が った り下 が った りす る岩 の門を考案 して いる。 ア リババ と40人 の盗賊 の
話 にでて くる 「ひ ら、 ゴマ!」 みたいな もんだ。 事実、 ヘロ ンの考案 した 自動扉 は、 その後 イ
スラム世界 に伝 え られた らしいか ら、開 けゴマの話 の作者 が、 それにっいて知 っていて も不思
議 はない。
このか ら くりを作 る ときにヘロ ンが いちばん困 ったの は、蓄 えたエネルギーを一定 の割合で
放出 し続 ける仕掛 だ った。っ ま り、制御の方法がなか ったのであ る。 これを簡単 な仕組 みで可
能 に したのが、時計 のゼ ンマイ、正確 にはテ ンプ(天 府)を 組 み込 んだゼ ンマイだ。 この意味
で、 ゼ ンマイの発 明 とい うのは技術史上 まさに画期的な ものであ る。制御 の第一歩 なのだ。
しか し、 残 念なが ら、 ゼ ンマイが発明 され るの は15世 紀 のことで ある。 古代 ギ リシャのヘ
ロ ンが、そ の ことを知 る由 もない。
代わ りにヘ ロンが使 ったのは、 ロウソクだ った。 ロウソクが熔 ける、 そのポ タポ タは、 ほぼ
一定 の割合 と速度 で落 ちて くる(た れて くる)と 考え られ よう。 ヘ ロンはこれを利用 したので
ある。たれ た鑞 が皿 に落 ちるよ うに してお けば、一定 の割合で重 さを増 してい くお もりがで き
あが ることになる。 そのお もりに紐 を結 び付 けてお いてお けば、一定 の時間に一定 の量 だ け紐
を引 っ張 る装置 が完成 する。 あ とはそれに扉 を付 けておけば、 一定 の速度 でギ、 ギギ、 ギ ー
(?)と 動 く扉 が完成 す るとい う次第。
しか し、物 の本 によれば、 この仕掛 はあまりうま く動か なか った らしい。 どうや ら、 ロウソ
クか らたれ る鑞 とい うのは、 そんなに厳密 に一定 の間隔で落 ちて くる代物 で はないよ うだ。 そ
れに、当時 と しては相 当に大規模 な仕掛 にな らざるをえず、や はり無理 が あったのだろ う。 当
時 の技術水準 の限界 が、 そのまま彼 の発想 の限界 となって いるのであ る。
このほか に もヘ ロンは、 それ こそ動物 を形 どった、文字 どお り人工生 命の は しりのよ うなか
らくりも作 っていた らしいが、詳細 な記録 は残 されて いない。
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2-2人 形伝説 と人工生命
記録 に残 る形 で はヘ ロンが先鞭 をっ けて以来、人形 とか らくりの歴史 は、 これ はもう枚挙 に
い とまがない。 ほん とにきりがないので、 有名 な伝説 だけをあげてお こう(澁 澤,1964;立 川,
1994;立 川 ・高柳,1987な どによる)。 まず は、 ヘ ロンと同時期 のキプロスの王 ピュグマ リ
オー ン。彼 は、 自分 が象牙 で造 った彫像 ガ ラテアを恋 こがれるあま り、 ガラテアよ、動いて く
れ、本 当の人 間のよ うに しゃべ って くれ、 と来 る日も来 る日も熱望 し続 けた。見かねた美 の女
神 ア フロデ ィーテが彼 の望 みを叶 えて、 ガ ラテアに命 を吹 き込んだ と伝え られ る。オ ウィデ ィ
ウスの 『変身物語」 に収 め られている話 だが、 こんな酔狂 な王様 に統治 され る国民 も、たま っ
た もん じゃない と思 うが……。
この ピグマ リオ ン伝説 を もとにパ ロデ ィ仕立て の戯 曲を作 ったのが、20世 紀前半 に活 躍 し
たイギ リスの作家、 ジ ョー ジ ・バ ーナー ド ・シ ョ。大学教授 ヒッギ ンズが貧 しい花売 り娘 イ ラ
イザにマナーや言葉 づかいを教育 し、上流 階級 の レデ ィーに 「調教」す るという話。 この戯 曲
『ピグマ リオ ン』(1913)は 、オ ー ドリー ・ヘ プバ ー ン主 演 の映画 『マイ ・フェア ・レデ ィ』
(1963)の 原作 で もあ る。 血 のに じむよ うな特訓 の末 に、 イ ライザがや っと[ei]の 発音 が う
まくで きるよ うにな った後 で歌 う 「踊 り明 かそ う」 の華 やかなメロデ ィーの裏 には、実 は、 自
分好 みの 「生命体」 を作 り上 げ るとい う人工生命 の話 が脈打 って いたので ある。
時代 が くだ って、 ルネ ッサ ンスの天才=レ オナル ド・ダ ・ヴ ィンチ も自動人形狂いだ ったそ
うだが、何 と言 って も不気 味なのは、17世 紀の大哲学者 ルネ ・デカル トで ある。
彼 は、家政婦 との間に隠 し子 フランシー ヌを もうけ、溺愛 して いた。生涯独身で健康 に も優
れなか った天才児 の、 おそ らくは唯一 の子供 であ る。 しか し彼女 は、わずか5歳 で亡 くな って
しま う。 デカル トの悲 しみた るや、 いかばか りであ っただろ うか。悲嘆 に くれ る彼の ことは、
当時 も、 よ く知 られていたのだろ う。 その慟 哭 と、彼 の合理論、人間機械論 とが交錯 する とこ
ろに、 あのあ まりにも有名 な フランシー ヌ伝説 が誕生 す る。 デカル トが フラ ンシー ヌそ っくり
の 自動人形 を 自作 し、 それを肌身 はなさず連 れて歩 いていた とい うので ある。
だが、 この伝説 の末路 は悲 しい。晩年、 デ カル トは、 デ ンマーク女王 ク リスチーナの招待 で
北 欧へ渡 る。その船 にもフランシーヌを 「同行」 し、 かいがい しく身 の回 りの世話 を焼 いてい
た。 が、航 海 は しけ続 きであわや沈没寸前 とな る。船長 が これは人形 の呪 いに違いない と見抜
き、 フランシーヌの人形 を海に投 げ捨 て ると、嵐 はぴた りとやんだ とい う。 この ときのデ
カル トの反応 につ いて は、伝え られていな い。
この話 で連想す るのが、小林秀雄(1962)の エ ッセイ 「人形」だ。食堂車で隣 り合わせた老
夫婦 が、 夭折 した息子 に見立ててい るのか、大 きな、少 々古 びた人形 に も食事を させてい る。
淡々 と、 粛々 と、 「儀式」 のような食事 は続 く……。 一種異様 な光景 を、 一幅の写真のよ うに
切 り取 った、 巨匠 の佳品で ある。
2-3自 動人形、 ヨー 囗ッパ と日本
古代 ギ リシャの時代か ら、 さまざまな神 話 と伝説 に彩 られて きた人形 は、産業革 命前夜 にひ
とっの絶 頂期 をむか える。17世 紀か ら18世 紀 にか けて、 時計 のゼ ンマイ仕掛 けを応用 した 自
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動人形が、 ヨーロッパで爆発的に流行するのだ(ChapuisandDroz,1958)。
その最期を飾るのが、フランスの技術者ジャック・ド・ヴォーカンソン。パ リで工学と解剖
学を学んだ彼は、《笛を吹 く三人組》 や 《太古を叩 く少年》などの自動人形を次々と作 り、 フ
ランス革命前夜の宮廷の人気を一身に集めた。中でも 《アヒル》は異色作で、ちゃんと物を食
べ、消化 し、排泄まで したという。今となっては、この名作 も、流浪の末の残骸が残されてい
るのみである。
彼と並ぶ名声を博 したのはスイスのピエール ・ジャケ ドロスとアンリ・ルイ ・ジャケ ドロス
父子で、手紙を流暢に書 く自動筆記人形で人々を驚かせた。今 もスイスのヌシャテルの博物館
に保存されているこの名作は、超薄型の歯車を何十枚と組み合わせた精巧な造 りのなせる技で
ある。
彼 らが活躍 した時代は、 しかし、 自動人形が最期の輝きを放った時だった(澁 澤,1964)。
この後、産業革命を迎えた社会は、力 と効率を求あて急速に転回 してい く。もはや自動人形の
優雅な遊びを追い求めるゆとりは、残されていなか った。そのきっかけのひとっになったジャ
カール自動織機 は、若 き日のヴォーカンソンが試作 したままほこりをかぶっていたものを、同
じフランスの技術者 ジョゼフ=マ リ・ジャカールが改良 して実用化 したものである。 こうして
ヴォーカンソンは、 自らの手で自動人形の時代に終止符を打っ ことになる。
彼の究極の目標 は、「完璧な」 自動人形 っまり、呼吸も血液循環も神経活動 も、 何か ら
何まで実在の生 き物と同じような活動をする自動人形を作ることだったと伝え られている(立
川,1994)。 この見果てぬ夢をいだいたまま、 自分の作った機械が産業革命を引き起 こし、 自
動人形を廃れさせていくのを、彼 はどのような気持ちで眺めていたのだろうか。いや、時代は
回っていたのだ、と言うべきだろう。産業革命 はヴォーカンソン個人の業績などではなく、彼
自身 も、時代の奔流に流されたと見るべきなのだろう。
1792年 、 フランスで王政が廃止され第一共和制が宣言された年、 ヴォーカンソン没。 自動
織機 も蒸気機関 もすでに実用化されており、イギ リスの産業革命 は一段落 したころであった。
和時計の仕掛を応用 した 「か らくり」が、日本で花開いたのも、 ほぼ同じ頃だった(立 川,
1969,1994;立 川 ・高柳,1987)。 先にも触れた、か らくり絵解きの奇書 『機巧図彙(か らく
りずい)」が出版 されたのが1796年 だか ら、ヴォーカンソンが亡 くなった4年 後である。立川
昭二の復元 した茶運び人形 も、江戸であるいは大阪のどこかで客人 に茶をもてなし、人々を驚
かせていたのだろう。
人形に茶をはこばせて門す ぼみ 一茶
あるいは、祭の山車の上でアクロバティックな動きを披露 し、観客を魅了 した離れか らくり。
ダイナ ミックな宙返 りや逆立ちで、今 も飛騨高山や尾張名古屋の祭 りには欠かせない三番捜は、
その典型だ(永 田,1969)。 か らくり人形で芝居を楽 しませるものも現れた。《竹田か らくり》
で名高い竹 田近江や竹田出雲のからくり芝居は、大阪道頓堀で17世 紀に始められたとの記録
がある。
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江戸時代 に全盛期 を迎 えた 日本 のか らくり人形 は、加賀の不遇の天才か らくり師=大 野弁 吉
や、久留 米の 「か らくり儀右衛 門」 こと田中久重 ら、異色の群像を生みなが ら、 やは り明治 期
の富国強兵政策 へ と吸収 されてい く。 田中儀右衛 門久 重の起 こ した町工場 は、 やがて東芝製作
所 とな って、 日本 の産業革命 を牽 引 してい くことにな るのであ る(今 津,1992)。 これ もまた、
江戸期の人工生 命たちの、変 わ り果 てた姿 で はあ った。
3ホ フ マ ン の 舟 歌
3-1囗 マン主義 の人工生命
生命を外化 させ るとい う人 間の本性 が、 時 と場所 こそ違え、 自動人形(オ ー トマ トン)と か
らくり人 形 とい う、 ほぼ似通 ったパ ター ンとな って開花 した ことは、非常 に興 味深 い。
現在 の人工生命 も、 このよ うな人 間の欲 望の延長線上 と して位置づ けることがで きる。 もち
ろん、20世 紀 のコ ンピュータは、300年 前 のゼ ンマイ時計仕掛 けにはで きなか ったよ うな、 さ
まざまな仕組みを可能 に して くれて はい る。 しか し、創造者た る人間のモチベー ションは、 同
じなのだ。
以下 、その ような生命合成 の欲望 を表 した もの と して、文学作品 に注 目す る。一見、古典 的
な文学 と最先端科学 の人工生 命 とは、何 の関係 もない ようにみえ る。 しか し、古今東西、人 間
の心性を反映す る 「鏡」 と して もっとも優れた ものが、芸術、 と くに文学作 品なのである。 し
たが って い くっかの文学作 品に は、 現代 のALと その行 く末を、すでに して物語 っているはず
なのであ る。(こ の節 は別稿(佐 倉,1994b)に 基づ いて いる。 ここで触 れなか った作 品、 た
とえば、 ホーガ ンな どにっいて は、そち らを見て いただ きた い。)
人間の欲望 を端的 に表 出す るこ とに価値 を見 出 した のは、18世 紀 か ら始 まるロマ ン派 の芸
術 家たちだ った。ALの 、生命合成 とい う欲望 も、 したが って、 この頃か ら文学作 品に描 かれ
始 め る。
最 初 は、 や はりメア リ・シェ リー(Shelley,1818)の『フラ ンケ ンシュタイ ン」 である。
バイ ロンとパ ーシー ・ビシュ ・シェ リー というロマ ン派の寵児たち との親交 を深 める中か ら誕
生 した、 メア リ ・シェ リー唯一 に して空前絶後の大傑作 は、 まさにロマ ン派 の 「落 し子」 の名
にふ さわ しい。
嵐 の夜 、 ヴィクター ・フラ ンケンシュタイ ン博士が合成 した 「怪物(モ ンス ター)」 は、 美
しい心を持 ちなが ら、醜 い容貌ゆえ に迫害 され、 さげす まされ る。そ して、 自分 を こんなに も
醜 く造 った 「造物主」 フラ ンケ ンシュタイ ン博士 に復讐を誓 うのだ。
怪物の復讐潭を縦糸 に、恐 ろ しい異形の者を産み出 して しまった ことに対 す る科学者 フラン
ケ ンシュタイ ン博士 の懺悔を横糸 に、妖 しくもあでやか に織 りあげ られた一編 の曼陀羅 そ
れが 『フラ ンケ ンシュタイ ン」だ。
コ ンピュータのデ ィスプ レイで、赤や青や緑や黄色 の色 と りど りを点滅させてい る現代 の人
工生 命を見て いると、 「ああ、 『フラ ンケ ンシュタイ ン』(初 版1818年)か ら80年 経 って、 今
よ うや く技術(テ クノロジー)が ロマ ン派 の感性 に追 い付 いたのだなあ」 と実感 する。要 する
247
にALと は、 メア リ・シェリーの想像力 を、 コンピュータや ロボ ッ ト工学で もって実現 しよ う、
とい う話 であ る。 しか し、 それで もまだ、実世界を跳梁跋 扈す る人工生命 は合成で きていない。
文学 の世界 か ら学 ぶ ことは、 まだまだ多 い。
フランケ ンシュタイ ンと同 じころ、 ドイッで は、 ロマ ン派の化身 のよ うな、小説家 に して作
曲家、画家 であ りなが ら公務員 とい う、波乱 の生 涯を送 ったE.T.A.ホ フマ ン(E.T.A.Hof-
fmann)が 、 ロボ ッ トの先駆 である自動人形(オ ー トマ トン)を テーマに した作品 をい くっ
か発表 してい る。
そ の名 もず ば り 「自動 人 形」(1814)と い う佳 品 もあ るが、有 名 な と こ ろで は 「砂 男」
(1815)と 「くるみ割 り人形 とネズ ミの王様」(1816)。 前者 は、 人間が 自動人形 に恋 して破滅
す るとい う話。後者 は、女 の子が ク リスマス ・プ レゼ ン トに もらったクル ミ割 り人形 が、 ネズ
ミの軍隊 と戦争を始あ るとい う話 。 どち らも、 ホフマ ンらしい猟奇趣味た っぷ りの印象 的な作
品であ る。 「くるみ割 り人形」 の方 は、 知人 の子供 向けに書 いた という性格上、 愛 ら しいもの
にな って はいるが、根底 には、や はり人工生命 をめ ぐる人 間の欲望が渦巻 いて いる。
余談だが、 この 「砂男」 も 「くるみ割 りとネズ ミの王様」 も、小説 を題材 に したバ レエが作
られて いる。「くるみ割 り人形」 のバ レエのためにチ ャイコフスキーが作 曲 した美 しい名 曲 は、
ク リスマスには欠かせな い定番だ。
「砂男」 を もとに作 られたバ レエは、 「コッペ リア」(1870)で あ る。 音楽 はフラ ンスの作曲
家、 レオ ・ドゥリーブ。 こち らの方 は原作 とは違 って、最後 はものの見事 なハ ッピー ・エ ン ド
になって いる。主人公 は恋人 の努力 によって、人形への恋 とい う 「悪夢」 か ら醒 めるのだ。 こ
れは、19世 紀 の 「堕落 した」 自動人形 の姿 を象徴 して いるとは言え まいか。 音楽 もそれに合
わせ て、 それな りに洒落 てはいるが甘 口になってい る。
3-2囗 ポ ッ トとデ ィック
次 に、ALの 一 方 の雄 であ るロボ ッ トにまつわ る作 品を見て みよ う。SFに はロボ ッ トに ま
っわる名作 が多いが、 そ もそ もこの 「ロボ ッ ト」 という言葉 は、 チ ェコの作家カ レル ・チ ャ
ペ ック(K.Capek)が1920年に発表 した戯 曲、 「ロボ ッ ト(R.U.R)』 に由来す る。 『フラ ン
ケ ンシュ タイ ン』の出版 か ら、 ほぼ100年 後 のことである。
チ ャペ ックが描いた元祖 「ロボ ッ ト」 は、実 はハ ー ドウェアの人工生命で はな く、有機分子
の合成 によ るウェ ットウェアだ った。今 の言葉 で言 うと、 ロボ ッ トと言 うよりは 「人造人間」
の方 に近 い。 あ る会社が安価 な労働 力 として、 この ロボ ッ トを大量生産す る技術を開発、大儲
けす る。 しか し、徐々に ロボッ トは知能 も判 断力 も増 していき、 やがては人間 と全面的 に対立
す る。後半 は、人間 とロボ ットの戦争 で、 ロボ ッ トが勝利 す るとい う筋書 きで ある。 この作品
で どうして も触れてお きたいの は、 ロボ ッ トが増殖 す るにっれて、労働 を しな くな った人間 が
繁殖 能力を失 って い くとい う場面であ る。機械技術 の進歩 とともに多 くの ことを失 ってきた人
間を象徴 す るよ うな、 ち ょっとゾ ッとす る話であ る。
この、 チ ャペ ックのロボ ッ トは、 多 くの人の心 を引 きっけた。 世界各国で、 「ロボッ ト」 と
い う言葉 は定着 し、 また、現代版か らくり人形 を作 る試みが盛んに行 われた。
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文学 の世 界で は、1950年 代 か らア メ リカのSF作 家 アイザ ック ・ア シモ フが活躍 す る。 ロ
ボ ッ トと人 間の関係 を、基本 的 には楽観 的な視点 か ら次 々 と描 き、20世 紀SFの ひとっの黄
金期 を築 いた。
しか し、 ロボ ッ トにまっ わ る作品 で燦然 と輝 いて いるのは、何 と言 って も、 フィ リップ ・
デ ィック(P.K.Dick)の 一連 の作 品だ。彼 の初期 の短編群 は、 もう、 ほとん どその まま人工
生命 の世界 である。人 間そ っくりの ロボ ッ トとの関係 をえ ぐる 「変種第二号」(1953a)に は、
同 時 に 自律 的 な進 化 過程 を歩 み始 あ た機 械 兵 器 の種 間競 争 も描 か れ て い る。「自動 工場」
(1955)で は、 自動化 された工場 があたか も生命的な挙動を示 す様が語 られ る。 これ は、 機 械
が 「生 命」 となるさまを描 くと同時に、 「生命 とは何か?」 を直接 に問いかけて くる、 もっと
もAL的 な作品 の一っだ ろう。
人間 と機 械 の関係 につ いて は、世 界 を支配 す る立場 にあ るロボ ッ トの悲喜劇 「最後 の支配
者」(1954a)も 印象的だが、 自分 が機械 であ るのか生物(人 間)で あ るのか とい うデ ィック
お得意 のテーマを凝縮 して示 した 「にせ もの」(1953b)の 鮮烈な ラス ト・シー ンに驚 かされ
る。人類 の進化 にっ いて刺激的な視 点を示 し、 いや 一な後味を残 してい るの は 「ゴールデ ン ・
マ ン」(1954b)。 これ ら珠玉 の短編作品 は、AL史 に燦然 とそびえ る里程標で ある。
一方で彼の長編作品たち は、少 し毛 色の変わ った ものがあ る。 ハ リソン ・フォー ド主演 の映
画 『ブ レー ドランナー』 の原作で ある 『ア ンドロイ ドは電気羊 の夢 を見 るか?」(1968)や 、
『ユー ビック」(1969)、 『パーマー ・エル ドリッチの三 っの聖痕」(1964)な ど、 現実 と仮想世
界 の境 界の危 うさを描 いた作 品が多 いのだ。
これ らは直接ALを 扱 っているわけで はな いけれ ども、実 は、深 いっなが りがある。 たとえ
ば、 コンピュー タの画面 の中で うごあ く人 工生命たちが、本 当に生命 なのかど うか というのは、
ALに 常 にっ きまとって離 れない問題 だ けれ ども、 デ ィックはその辺 のキワ ドサを実 に巧 み に、
(変 な表現 だが)生 々 しい現実感覚 を もって描 いてい る。 つ まり、 現在 のALが 突 きつ けた世
界観 を、 デ ィ ックは1950年 代 にすで に描 いていたのだ。
これ らデ ィック作 品を批判 する ことは、簡単 だ。細部 のデ ィテールがメチ ャクチャなのだ。
ものす ごく精巧 な ロボ ッ トが歯車 やバ ネで動 いていた りすると、思 わず笑 って しまう。 しか し
そ うい った ミスに は目をつむろ う。 そんな ことでは、 デ ィックが見せ て くれ た予見性 のすば ら
しさは傷 っ きもしない。1950年 代 に2050年 の時代 の波長を と らえ ること 。 それだけで も、
彼 の作品 の存在価値 は永遠 にな くな りは しない。 「フランケ ンシュタイ ン』 や 『R.U.R.」 の
呪縛 か ら逃 れた ところに現在 のALが 誕生 した ともいえるだろ うが、逆 に言 うと、 当分 の間は
デ ィックの呪縛 か ら逃 れ られないだろ う。
3-3人 間 は人工生命を理解 できるか?
デ ィック と同時代 に、 やは り特異 な世界観 を表 明 しているのが、 ポーラン ドの作家、 ス タニ
スワフ ・レム(S.Lem)で あ る。 代表作 は、 『サ イベイ リアー ダ』(1967;邦 題 『宇宙創世記
ロボ ッ トの旅』)と 『無敵号』(1964;邦 題 「砂漠 の惑星」)。
前 者 は、生物 のみな らず、世界そ のものを創造 して しまう能力す らもった 「宙道士」 トルル
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とクラパ ウチ ュスの繰 り広 げ る珍道 中だが、ユ ーモラスな雰囲気 の中に実 に深刻 な問題が含 ま
れている。 トルルが完璧 な シ ミュレー ション技術 を駆使 して仮想世 界を創 り出す話 がい くつか
あ り、生物 を創造す る者 の責任 問題 を鮮 やかに示 して いる。 シ ミュ レー トされた世界 の実在性
を、 デ ィックとはまた違 った角度 か ら 〈リアルに〉描 いて いる。
一方 の 『無 敵号』 は、創 られたALと 、 それに接触す る人間の認識論の問題が展 開 され る。
この点 で は同 じ作者 の 『ソラ リスの陽の もとに』(1961)な どと共通す る。 しか し 『砂漠 の惑
星」 がユニー クなの は、ALの 生態系を描 いてい ることだ。 「個」 や 「種(し ゅ)」 と しての
ALを 描 いた作品 は多 い。『フランケ ンシュタイ ン』 は前者、『ロボ ッ ト』 は後者 の古典。 とこ
ろが レムは、 いろいろな種が相互作用す る人工生 命生態系 を描 いているのだ。 ここが レムの レ
ムたるゆえ んだろ う。
さ らに レムは、 ラス ト近 くで主人公 に、被造物の視 点を人 間が共有 す ること、 あるいは、 そ
れがで きな い ことを悟 らせ る。っ ま り、人工生命 と人間 は、簡単 に はコ ミュニケー トで きない
のだ!
この視 点 ゆえ に、人 工 物 の進化 につ い て の レムの感 覚 や説 明 は奥 行 きが あ る。 そ して、
ヒューマ ン ・イ ンタフェイスの道具 としてALを 応用 しようという安易な方 向 に、冷水 を浴 び
せ るものだ。 そ う、生 き物 的な機械 は、使 いに くいのだ。 あなたは、 自分の子供 に、 自分 の言
うとお りの ことを させ ることがで きますか?機 械 は機械だか ら使 いやすいのであ って、 生物
はそのままで は人間 に使いやすい ものには決 してな らない。
この レムの世界 をさ らに極端に突 き詰 あてい くと、 アルゼ ンチ ンの巨匠 ホルへ ・ルイス ・ボ
ルヘ ス(J.L.Borges)が 描 く超絶 的な美学 に到達す る。 他を よせっ けない、究極 に して孤高
の極みにつ いて、 ここで は詳 しく紹介 しない。彼の著書 は 日本語 に も多 く翻訳 されているので、
ボルヘ ス ・ワール ドの一端 には手軽 に触れ られ る。是非読 んでいただ きたい。
その ほか、 ア メ リカの数学者 ・SF作 家で あるルーデ ィ ・ラ ッカー(R.Rucker)に は、 そ
の名 もずば り、 『ソフ トウェア」(1982)と 『ハ ー ドウェア』(1988)と い う人工生命二部作 が
ある。彼 は自分 で もセル ・オー トマ トンのコ ンピュータ ・プログラム ・パ ッケー ジを出す ぐら
いの人工生命 マニ アで、 正真正銘、AL作 家 なのである(カ リフォル ニア州のサ ンノゼ大学 の
数学 の教授 で もあ る)。
さて、 さて、少々網羅 的で退屈 されたか もしれないが、 ぼ くが人工生命文学 に肩入れ して い
るの は、先 にも述べた ように、 これ らがALを め ぐる思考実験 とその結果 を提示 して くれ るか
らだ。
現在 のAL研 究 の学問的 なイ ンパ ク トにっいて は、 スタニス ワフ ・レムや ラッカーが詳細 に
予測 してい る。 そ して、 レムが強調 して いるように、ひ ょっとした ら、人 間が 「生命」 と認識
す ることの困難 な人工生命体 も、やがて は誕 生す るか も しれない。 いや、 ひ ょっとした ら、 も
うすで にそ のよ うな ものが出現 して いるのか も しれ ない。
生命を創 造 する ことの功罪 も、 レムの 『宇宙創世記 ロボ ッ トの旅』 に描 かれてい る。 チャ
ペ ックの 『ロボ ッ ト』 や ラッカーの作品で は、 もっと具体的直接的 に、人工生命体 と人間が直
250
ホフマンの舟歌、 フランケンシュタインの子守歌
接 戦 争 状 態 に 陥 る と い う事 態 が 描 か れ て い る 。
そ し て 、 フ ラ ン ケ ン シ ュ タ イ ンや デ ィ ッ ク が 明 ら か に し て い る よ う に 、 人 工 生 命 は 将 来 、 人
間 社 会 に 大 き な 影 響 を 与 え る よ う に な る だ ろ う。 ひ ょ っ と した ら、 何 が 「人 工 」 で 何 が 「自
然 」 な の か 、 そ の 区 別 す ら怪 し く な っ て く る の か も し れ な い 。 デ ィ ッ ク や ボ ル ヘ ス が 描 い た の
は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 飲 み 込 ま れ て し ま っ た 人 間 の 社 会 の 、 人 工 と 自 然 の 境 目 が と き ど き ほ こ ろ
び 出 て く る 状 態 で あ る 。 こ れ らの 問 題 は 、ALの み な ら ず 、 ヴ ァ ー チ ャ ル 社 会 や ネ ッ トワ ー ク
社 会 の もつ 社 会 的 影 響 に つ い て も適 用 可 能 だ ろ う。
お わ り に
今 、 自 然 科 学 は 静 か に 拡 張 を 始 め て い る 。 作 る こ と(=ア ー ト)と 知 る こ と(=サ イ ェ ン
ス)の 領 域 が 、 少 しず っ 少 しず っ 、 重 な っ て き て い る 。 た と え ば 、 フ ラ ン ス の 物 理 学 者 、 デ イ
ヴ ィ ッ ド ・ル エ ー ル(D.Ruelle)の 「偶 然 と カ オ ス 」(1991)に は 、 そ の こ と が 明 確 に示 さ れ
て い る 。 同 じ よ う に 、 フ ィ ク シ ョ ン(=作 る こ と)と ノ ン フ ィ ク シ ョ ン(=知 る こ と)の 境 界
も、 曖 昧 に な り つ っ あ る の か も し れ な い 。 ア メ リ カ の 科 学 哲 学 者 ド ナ ・ハ ラ ウ ェ イ(Hara-
way,1989,1991)が一 連 の 著 作 で 力 説 し た の は 、 ま さ に そ の 点 で は な か っ た か 。
フ ィ ク シ ョ ナ ル な 科 学 そ れ 自体 、 語 義 矛 盾 の よ う な と い っ た も の が 、 ひ ょ っ と した
ら可 能 な の だ ろ うか 。
ALは 、 そ の 扉 を 少 しだ け 開 い た よ う だ 。 そ の 先 に ど の よ う な 世 界 が 開 か れ て い る か は 、 神
の み ぞ 知 る … … 。
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